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添付資料 

 

 【R1住宅】検査項目の適合基準 
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優良なリノベーションとは 
 

原状回復のための表面的な修繕、営繕、不具合箇所への部分的な対処を行う「リフォー

ム」に対し、機能、価値の再生のための改修や、住まいのくらし全体に対処した包括的な

改修が「リノベーション」です。 

当協議会は、その中でも当協議会の技術基準に基づく品質確保と情報開示、保証による住

まい選びに安心が付加されたリノベーションを「優良リノベーション」と称し、普及に努

めています 
 

協議会が定める「優良リノベーション」とは、（現況検査→）工事＋適合検査→報告＋保

証＋住宅履歴情報の一連のフローに則ったリノベーションを「統一基準」と定めています。 
※ここでいう“現況検査”とは現況確認のための事前検査を指します。また、“適合検

査”は、竣工検査を指します。 
 
これによる提供価値は、「品質確保」と「情報開示」に基づく「安心」（保証）です。

「統一基準」による「安心」が、既存住宅の流通を阻害する漠然とした「不安」を解消で

きるものと考えています。 
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適合リノベーション住宅とは 

 

「適合リノベーション住宅」とは、協議会が定める「優良なリノベーション」が施された

既存住宅のことです。対象とする物件によって、R1住宅～R5住宅に区分しています。 

マンションの専有部についての統一基準を定め、「Ｒ１住宅」として、普及を図っていま

す。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リノベーション前の建物検査により、更新すべき部位、既存を生か

すべき部位を的確に判断します。リノベーション工事の内容を具体

化するベースになります。 
現況検査 

目に見える箇所だけでなく、現況検査の結果を踏まえ、隠蔽部も必

要に応じて改修工事を行います。 工事 

「R1 住宅」の適合基準にのっとり、対象となる各部位について検

査を行います。この際、新規と既存の区別なく検査の対象となり、

全ての検査に適合することを確認します。 
適合検査 
 

適合検査の結果は協議会に報告されます。対象となる適合検査すべ

てに適合した場合にのみ、事業者は「適合状況報告書」を発行しま

す。この報告書によって検査結果を開示します。 
報告 

事業者は、「適合状況報告書」と合わせて「保証書」を発行し、対

象となる部位について、2 年（以上）の保証を行います。 
また、事業者は、住宅履歴図書を提供します。この図書によって、

リノベーション工事の内容を確認することができ、将来、再度リノ

ベーションを行う際の有益な情報となります。 
 

保証書 

住宅履歴図書 
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検査基準の開示 

 

「適合リノベーション住宅」の基準は一般に開示されます。 

物件流通、企画、施工等の全プロセスにおいて、係る人々がみな品質基準に対する認識を

共有することになります。また、エンドユーザーも含めたフィードバックが活発化するこ

とにより、より安心且つ普及しやすい基準づくりが可能となります。 

 

 

 

 

検査 
基準 
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検査基準の拡張 

 

「適合リノベーション住宅」の基準は”育てる”ことのできる基準です。 

Ｒ１型の理念と仕組みを保持したまま、建物種別や性能プレミア型への多様な展開を前提

としています。市場動向、技術進歩、法改正、保険や金融対応など、様々なニーズにあわ

せて柔軟に拡張が可能です。 
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検査番号 SP-01  

給水管……【水圧試験】 
給水管に漏水がないかを確認するために試験。一定時間、 配管に

水圧をかけて圧力の変化を調べます。 

 

■ 検査の方法 

存在圧力の 1.5倍以上（上限 0.75ＭＰａ）にて１時間の水圧試験 

 

■ 検査に使用する試験装置・計測器 

水圧計 及び 手動ポンプ 

 

■ 検査の手順 

（１） 水道メーター直後の位置で給水の圧力を測定する。 

※水道メーター直後にて水圧の測定不可な場合は、専有部との取合位置にて測定する。 

（２） 給水圧の測定結果を元に試験初期圧力の条件を決定する。  

※ （１）の測定圧力の 1.5倍以上の圧力を（３）の初期圧力とする。 

ただし、0.75 MPaを超える場合は、0.75 MPaとする。 

（３） 給水管を水で満たし、（２）で算定した初期圧力をかけ、１時間

後の数値を計測する。 

※  配管露出部については目視確認・触指確認を併用する。 
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■ 検査の適合基準 

・ 鋼管・塩ビ管（HIVP等） ：初期圧力から低下がないこと。 

・ 架橋ポリエチレン管  ：初期圧力の６０％以上であること。 

・ ポリブテン管の場合  ：初期圧力の８０％以上であること。 

※ 架橋ポリエチレン管およびポリブテン管は、管材の膨張による圧力低下を考

慮した数値としている。 

 

水圧の測定 
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検査番号 SP-02 

給湯管…【通水試験・水圧検査・動作確認】 

給湯器を作動させ、水栓からの吐水状況を確認します。給湯管の漏

水がないか、水圧をかけて確認します。 また、追い焚きがある場

合は、自動給湯、追い焚きを実施し、正常であることを確認します。  

■ 検査の方法  

給湯器の使用により、正常な湯温と吐水を確認する事。 

存在圧力の 1.5倍以上（上限 0.75ＭＰａ）にて１時間の水圧試験の実施。 

■ 検査の手順  

（1） 電気温水器、エコキュートの場合は、前日に加温しておく。 

（2） 水栓を開いて給水と給湯の吐水状況を目視確認する。 

※ 複数の水栓を同時に開いて、吐水の状態を確認する。 

（3） 給湯での湯温の上昇を手で確認する。  

（4） 追い焚きがある場合は、これを作動させて給湯および追い焚き  

について 触指で温度の上昇を確認する。 

（5） 給湯管を水で満たし、給水管の水圧試験と同じ初期圧力をかけて 1

時間後の数値を計測する。 

※ 配管露出部については目視確認・触指確認を併用する。 
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■ 検査の適合基準（検査結果の判定） 

  

（1） 正常に吐水する事。 

 ※シャワーとその他水栓 1箇所の同時吐水で使用できること。 

 ※同時吐水での不良は、共用部に起因する場合に限り、告知により 

 「適合※」とすることができる。 

（2） 湯温が適正なレベルに達すること。 

（3） 水圧試験の基準を下回る水圧低下がない事。 

 ※基準値は給水管に準じる。 

 

 

 

給湯の温度確認 
 
 
 

給湯の吐水確認 
 
 
 

水圧の測定 
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検査番号 SP-03 

排水管……【同時排水試験】 

キッチンや浴室など設備から同時に排水した場合においてもオーバ

ーフロー（逆流、溢れ）などの排水不良がないことを確認します。 

 

■ 検査の方法  

キッチンや浴室など設備から排水して、オーバーフロー（逆流、溢れ）な

どの排水不良がないことを確認します。 

 

■ 検査の手順  

（2） 各設備（浴室等）に水を溜める。 

※洗濯機排水は、水栓と排水口をホースで直結する。 

（3） 複数の設備で同時に排水して排水状況を目視確認する。 

（4） 排水管で露出している部分について目視確認する。乾いた手で触

れて漏水がないことを確認する。 
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■ 検査の適合基準 

（1） 設備 1 箇所の排水 及び 浴室と洗濯エリアの同時排水時にオーバー

フローしないこと。 

※同時排水時のオーバーフローに関しては、共用部に起因する場合

に限り、告知による「適合※」とすることができる。 

（2） 配管露出部に漏水がないこと。 

（3） 封水切れの恐れが無い事。 

 

洗濯パンの溢れ確認（１） 
 
 
 

洗濯パンの溢れ確認（２） 

 
 
 

キッチン配水管の漏水確認 
 
 
 

浴室の溢れ確認 
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検査番号 NG-01 

ガス管……【ガス漏れ・動作確認】 

ガス管については、ガス会社にガス系統の開栓を依頼します。ガス

会社は開栓時にガス漏れなどの検査を実施し、合格の場合のみ開栓

します。 

 

■ 検査の方法 

（1） ガス会社による開栓時検査の実施  

（2） ガス機器の点火試験。  

 

■ 試験装置・計測器 

ガス会社による開栓時検査の機器と具体的な検査方法については ガス会社

の規定による 

 

■ 検査の手順 

（1） ガス会社に開栓を依頼し、ガス会社が有資格者によるガス漏れ等

の開栓時検査を実施する。 

（2） ガス機器を作動させ、正常な作動を確認する。
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（2） ■ 検査の適合基準 

（1） 検査結果は、ガス会社による開栓をもって「適合」と判断す

る。 

※  東京ガスでは、独自に開栓作業の資格認定を行っています。 

※ 東京ガスでは、内管試験（圧力試験）、または、目視によるガス漏れ検

査を行うのが通例。事前に依頼すると水柱ゲージによる検査も対応する

場合が多い。ガス機器の煙突が適正であるかの確認も行う。 

（2） ガス機器の点火試験で正常に点火・燃焼していること。 
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検査番号 ET-01 

電気配線……【通電・漏電・動作確認】 

電気設備はその施工方法が適切でなければ、漏電・感電・火災など

の災害を招く恐れがあります。安全に使用できる状態であることを

有資格者が検査・確認します。 

 

■ 検査の方法 

（1） 絶縁抵抗計を使用して各回路の絶縁抵抗値を測定する。 

（2） コンテスターまたはアーステスターで、アースが通線されている

ことを確認する。 

（3） 回路計、検電器またはコンテスターによって、コンセントに電気

が通っていることおよび極性が正しいことを確認する。 

（4） スイッチの ON,OFF により、照明等の電気器具の通電を確認する。  

 

■ 試験装置・計測器 

回路計、検電器またはコンテスター 

絶縁抵抗計・アーステスター 
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■ 検査の適合基準 

（1） 絶縁抵抗値が１MΩ以上であること。 

（2） アースが通線されていること。 

（3） 通電および極性が正常であること。 

（4） 正常に作動していること。 

 

絶縁抵抗の測定 
 
 
 

電圧の測定 
 
 
 

極性・アース・通電の確認 
 
 
 

スイッチの動作確認 
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検査番号 ET-02 

分電盤……【外観・配線・動作確認】 

電気設備の重要インフラである分電盤について有資格者によって異

常がないか点検する。 

 

■ 検査の方法 

（1） 分電盤の蓋を開けて、目視により状態を確認する。 

（2） 電線と機器端子の締め込み状態を目視で確認する。  

（3） 漏電遮断器の作動を確認する。 

 

■ 検査の手順 

（1） 分電盤の内外の焦げ、損傷、配線状況を確認する。 

（2） 電線と機器端子が充分に締め付けられていることをドライバーで 

確認する。差し込み式の場合は正しく差し込まれている事を確認す

る。 

（3） 漏電遮断器のテスト釦を押して正常な作動を点検する。 
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■ 検査の適合基準 

（1） 損傷・焼け焦げがなく、配線が正しいこと。 

（2） 配線がしっかり固定されていること。 

（3） テスト釦によりブレーカーが正常に作動すること。 

※ 漏電ブレーカーがない場合は不適合とする。 

 

外観の確認 
 
 
 

漏電ブレーカーのテスト 
 
 
 

電線と機器端子の確認 
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検査番号 ET-03 

情報系配線……【通電確認】 

テレビ、電話、ＬＡＮについて、断線等の不良がないかを確認する。

また、テレビについては、電波の受信を確認する。 

 

■ 検査の方法 

（1） 地デジの信号を確認する。  

（2） 電話の通線を確認する。 

 

■ 検査の手順 

（1） テレビ ：テレビ受像機、または、レベル計測器により、テレビの

信号を 受信していることを確認する。  

（2） 電話：2 箇所以上の電話コンセントがある場合にはトーンブロー

ブセットなどにより、コンセント間の通線を確認する１箇所のみの

場合は、コンセントの結線状態を確認する。 
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■検査の適合基準  

（1） テレビ：正常に通電していること。断線・ショート・結線不良が

ないこと。 

（2） 電話 ：正常に通電し、断線・ショート・結線不良がないこと。（コンセ

ント 2箇所以上） 

     正常に結線されていること。（コンセント 1箇所の時） 

 

 

トーンブローブセットによる 
電話配線の確認 
 
 
 

左：受信機によるテレビ配線の確認 
右：計測器によるテレビ配線の確認 
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検査番号 VA-01 

換気設備……【動作確認】 

換気設備については、各設備を作動させて正常に排気していること

を確認する。 

 

■ 検査の方法 

換気装置の動作状態を確認する。 

 

■ 検査の手順 

（1） 換気装置を作動させる。 

（2） 換気扇の吸い込み口にティッシュペーパーを当てるなどして、空

気の吸い込みを確認する。 

※換気不足に関しては、共用部に起因する場合に限り、告知により

「適合※」とすることができる。 
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■ 検査の適合基準  
（1） 作動時に異音などの異常がないこと。 

（2） 空気が換気扇内部へ吸い込まれていること。 

 

   

 

キッチン換気扇の動作確認 
 
 
 

トイレ換気扇の動作確認 
 
 
 備考 

換気設備の換気機能を検査と保証の対象とする 
キッチン、トイレなどの設備室や居室、廊下等の検査設備を含む 
全熱交換型換気扇や浴室乾燥暖房機などの多機能換気設備は、「換気機能」以外は対

象としない。 
エアコンは対象としない 
   
※上記の記載は各社が独自に検査と保証の範囲を広げることを妨げるものではない 
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検査番号 FA-01 

住宅用火災警報器……【設置確認】 

住戸内に住宅用火災警報器が消防法等にのっとって設置されている

かを確認します。  

 

■ 検査の方法 

 住宅用火災警報器 ： 目視による設置箇所および動作確認。 

 

■ 検査の手順 

住宅用火災警報器 

（1） 自動火災警報設備の感知器がある場合は。その設置位置を調べ、住

宅用火災警報器が必要な箇所を確認する。 

（2） 住宅用火災警報器の設置位置、種別、規格、設置年月日の確認。 

（3） テストボタンを押し、住宅用火災警報器の作動を確認。 
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■ 検査の適合基準  
住宅用火災警報器 

（1） 警報機が規格品であり、設置位置と種別が正しく、設置後５年未満

であること。 

 

（2） 正常に警報音が鳴ること。 

 

 

 

備考：  

◆ 設置年月の記載がない場合は、製造年月の記載により製造後５年未満を「適合」とする。 

 
◆ 住宅用火災警報器の設置基準は、各市区町村で異なる為、所轄の消防署に確認する。 

 
◆ 住宅用火災警報器の使用期限は消防庁通達により１０年間であるが、本設置基準は、その１／２

の５年を基準とした。 

 
◆ 自動火災警報設備、共同住宅用自動火災報知設備、住戸用自動火災報知設備：機器の設置等は消

防法、通則等により定められ、運用されてきている。通常、管理組合が管理を行う。これらの設

備は共用設備の為、本検査の対象外とする。



Ｒ１住宅 検査ガイドブック 
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検査番号 AR-01 

下地検査……【強度確認】 

床・壁・天井の下地組については、歩行・目視・打診によって施工

不良や腐食などによる強度不足がないか確認します。 

 

■ 検査の方法 

床・壁・天井の下地については、歩行・目視・打診によって施工不良や腐食

などによる強度不足がないかを確認。 

 

■ 検査の手順 

（1） 床：歩行により、床の強度不足によるたわみがないか確認する 

（2） 壁：打診により、壁の強度不足によるたわみがないか確認する。 

（3） 天井：目視と打診によって天井の強度不足によるたわみがないか確

認する。 

備考： 

◆ 下地検査は、木軸・LGS・乾式二重床などの下地組を対象とし、躯体直仕上げの床、壁、天井は

対象外とする。 
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■ 検査基準 

（1） 床 ：歩行に伴うたわみなし。 

（2） 壁 ：強度不足によるたわみなし。 

（3） 天井：強度不足によるたわみなし。 

床下地の強度確認 
 
 
 
 
 
 
 

壁下地の強度確認 
 
 
 
 
 
 
 

天井下地の強度確認 
 
 
 
 
 
 
 



Ｒ１住宅 検査ガイドブック 
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検査番号 AR－02 

浴室防水……【水張り試験】 

在来工法の浴室については、24 時間の水張り試験を実施して漏水

がないことを確認します。 

ユニットバスの場合は、FRP 製防水パンが止水信頼性の高い構造で

あるので、水張り試験は行いません。 

 

■ 検査の方法 

在来工法の浴室は、排水トラップの位置で排水系統を止水し、床面に水を

張ります。24 時間以上経過後に水漏れによる水位の低下がないか確認する。 

ユニットバスの場合は、排水トラップの締め付けを確認する。 

 

■ 検査の手順 

（1） 排水トラップの位置で止水する。 

※止水方法は、トラップの形状・状態により、適切な方法で行うこと。 

（2） 浴室床面に水を張り、水位にテープ等で印をする。 

（3） 24時間（以上）経過後に水位が低下していないことを確認する。 
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■ 検査基準 

在来浴室：24時間以上経過後に水位の低下なし。 

ユニットバス：排水トラップのゆるみなし。 

水張り試験（１） 
 
 
 
 
 
 
 

水張り試験（２） 
 
 
 
 
 
 
 



Ｒ１住宅 検査ガイドブック 
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【R1 住宅】検査項目の適合基準と「新規」記載の基準 

項 検査項目 規準 新規とする範囲 適合基準 

①  給水配管 SP-01 水道メーターより専有内全て新規 

⇒漏水による水圧低下なし 

※架橋ポリ管・ポリブテン管は配管膨張

による水圧低下考慮 

②  給湯配管 SP-02 給湯器より専有内すべて新規 

⇒正常に吐水する 

⇒適正な温度 

⇒漏水による水圧低下なし 

③  配水配管 SP-03 
共用シャフト外の専有内全て新規新規 

（スラブ上） 

⇒オーバーフローなし 

⇒配管露出部に漏水なし 

⇒封水切れの恐れなし（排水時異音なし） 

④  ガス配管 NG-01 ガスメーターより専有内全て新規 
⇒正常に点火・燃焼する 

⇒ガス漏れなし（ガス会社検査） 

⑤  電気配線 ET-01 専有内飛込み位置より全て新規 

⇒正常に通電している 

⇒アースが通線している 

⇒絶縁抵抗値：１MΩ以上 

⇒正常に作動している 

⑥  分電盤 ET-02 分電盤本体 

⇒配線がしっかり結線されている。 

⇒損傷、焼け焦げなし 

⇒テストボタンが正常に作動する 

⑦  情報系配線 ET-03 専有内飛込み位置より全て新規 
⇒正常に通電する。 

⇒断線、ショート、結線不良なし 

⑧  換気設備 VA-01 換気線本体 
⇒正常に吸込んでいる 

⇒作動時に異音なし 

⑨  
住宅用 

火災警報器 
FA-01 

住宅用火災警報器 

専有内警報機本体全て新規 

⇒警報器の位置・仕様が関係法令準拠 

⇒正常に警報が鳴る 

⇒設置後 5 年未満 

⑩  床下地 AR-01 専有内全て新規 ⇒歩行に伴うたわみなし 

⑪  壁下地 AR-01 専有内全て新規 ⇒強度不足によるたわみなし 

⑫  天井下地 AR-01 専有内全て新規 ⇒強度不足によるたわみなし 
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⑬  浴室防水 AR-0② ユニットバス新規。防水新規 
⇒水位低下なし。漏水なし 

⇒ユニットバスのトラップ緩みなし 

   ※適合状況報告書の検査項目「状況」欄は、新規・既存の新規取り扱い範囲を上記とする。 

■お問い合せ先 
 
一般社団法人リノベーション協議会／事務局 
〒150-0002 東京都渋谷区渋谷 2-2-2 
TEL：03-3486-2510 ｜ FAX：03-3486-2511 
URL: www.renovation.or.jp 


